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高 山 市 付 近 の 第 四 系 に つ い て

梶 田 澄 雄
＊

・ 石 原 哲 弥
＊ ＊

1 ．ま えが き

　高山市周辺 に は南北約 10km ，東西 約 15　km に わ

た っ て 第四紀 の 堆積岩類 が 分 布する，第四紀 の 火 砕流

堆積物 は さ らに 北部 と東部 に も分 布 し ， 本調査域 は そ

の 西 限 とな っ て い る．地 域 を流 れ る 小 八 賀川，宮川 に

は 基盤岩類 の 先 第四系 が 露出する こ とが 多く， 全体 と

し て 上 昇 を 続 け て き た 地域 で あ る こ とが わ か る．切峯

面図をみ て も，高山市付近 は 日 本ア ル プ ス の 西 側緩斜

面上 に の り特 に きわ だ っ た 凹 地 形 を示 して い な い ．日

本 ア ル プ ス をへ だ て て 反対側 に あ る 松本盆 地 が ，ほ ぽ

同じ海抜高度 （600〜700m ）に あ り な が ら 300m 以上

の 厚 さ の 堆 積物 を もつ の に 対 し極 め て 竝照 的 で あ る．

　 しか し，高山市周 辺 に は 洪積 世 前期 よ り沖積世 に い

た る堆積物 が 比較的 そろ っ て お り，火砕流，ロ ー
ム 層

も多くあるの で ， か な りの 精 度 で 調査す る こ と が 可能

で あ る．

　 飛騨 山 地
一

帯 に は 大 きな盆 地 は な く第 四 系 を 直 接 対

象 とす る研究 は 久 しく行 わ れ て い な か っ た 。

　 梶 田 郁 郎 （1961，手記）は 荒城川 火 砕 流，岩滝 火 砕

流 を熔結凝灰岩 と
一

括 し て ， そ の 分布 と 岩質に つ い て

報告 して い る．黒 田 ・村部 （1972，手記）は は じめ て

こ の 地 の 第四系 を対象と して 調査 を行 い ，層序 と そ の

分布 を示 した ．一
方，著者 の

一
人，石 原 は 高山市 立 日

枝中学校科 学 クラ ブ を指導 して ，1964年 よ り こ の 地 域

の 第 四 系 に 関する研 究 を続け て きた ．1973年，春 と夏

に，郷 原保真 ・熊井久雄を中心 とする松本 グル
ープ と

筆者達 を中心 とす る グル
ープ は合同巡検を行 い

， 両者

の 成果 をま とめ て 報告 した （松 本盆地団研 グ ル
ープ ・

高山第四紀団研 グ ル
ープ，1973）．そ の 前後 ， 梶 田 は 黒

田 ・
村部 の 調 査 地 域 を精査 し，春見 ・水野 （1973、手

記） は 梶 田 と 共 に 分 水嶺の 南 側 の 久 々 野 地 区 の 概査 を

行 っ た 。 それ ら の 成 果 は，梶 田 （1974＞に よ っ て報告

さ れ た．こ れ ら とは 別 に 三 谷豊 は信州 大 学卒 業研究

　（1973、手記 ）として，北方 の 丹生川村西部を中心 に

調査 を開始 し，1975年 に 調 査 を
一

応終 了 した （1974，

手記）．
一
方，石 原 は ロ ー

ム 層を中心 に 報告 した （1975

a
，　1975　b ）．

　以上 の よ うに 未 公 表 の もの を含 め て ， こ の 地域 の 第

四 系 に 関する 知識 は こ の 数年 間 に 飛 躍的 に 集積 さ れ る

と ど うじ に ， 問題点 も明 らか に な っ て きた ，そ こ で，

筆者達は 独 自に 集め た 資料 を出 し合 い
， 再調査 も行 っ

て 層序 と分布 をた しか め た 。

　本報告作製に あた っ て ，柏南高校三 谷豊氏 か らは 多

くの 教示 をい た だ い た 。地 質調 査 所 の 柴 田 賢，山 田 直

利 の 両 氏 は 岩滝 火 砕 流 の KrAr 年 代 に つ い て 未公表

資料 の 使 用 を許可 され た ．信州 大学 の 郷 原保真，熊井

久雄 両 氏 か ら は常 日頃 ， は げ ま し と 御教示 を い た だ い

て い る．以 上 の 方 々 に 深 く感謝 する．

・ 岐 阜大 学教 育学部地 学 教室

柚 高山 市立 第 8 中学校

II．地形

　第 四 系分布域 の 地 形 は 西部，北部，南部 の 3 地 域 に

区分 さ れ る．西部地域 は 宮川 以西 の 起伏 量 50m 以内 の

丘 陵 地 で あ る．平 坦 面 は ほ と ん ど残 っ て い な い が ， 上

面 は 海抜 630m 位 で 定 高性 をもっ て い る．こ の 丘 陵地

の 南半部 は，さ らに 南倶ljの 急傾斜 の 山地 が 北 に 向 っ て

急 に ゆ るや か に な る傾斜地 の 部分 に 当 る．以上 の 地域

を西山 丘陵と呼 ぷ ，

　北部地 域 に は 上 野 平，中根 平 の ような小 八 賀川 の 川

床よ りの 比高 100m 前後 の 平坦 面 と
一

群 の 段丘面が み

られ る ．こ れらの 地 形面 を切 り込 ん で 小 八 賀 川 が 西 流

す る．小 八 賀川 の 切 込 み はす る ど く，川床 よ り10m 位 は

基盤岩類 の 古生界 が 直接露出する急崖 に な っ て い る こ

とが 多 く， 沖積層の 発達 は 悪 い ．上野平，中根平 の 上

面 は 非常 に 平坦 で ロ
ー

ム 層を残 して い るが ，か な り開

析 され て い る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひろんど

　段 丘 面 に は，小 八 賀 川 1［1床よ りの 比 高 55m の 広殿
　 　 　 　 　 　 　 まちかた　　　　　　　　　　　　　　　　　 に いぽ ワ

面 、比高 35m の 町方面，比 高 25　m の 新 張 面 が あ る．

分布 は 限 ら れ て い る が，比高 17m およ び 10　m の 上面

をもつ 段丘 が 小八賀川沿い に 認 め ら れ る。以上 の 段 丘

は い ず れ も開析 の 程度 は 弱 い ．

　 南部地 域 に は，飯 山 と塩 屋町を結 ぶ 断層崖 に 沿 っ て

北側 に 約 1．5km の 巾で 広 が る緩 傾 斜 の 丘 陵 地 が み ち

れ る．北 に 向 うほ ど傾 斜 は ゆ る くな り平坦 面 に 移行す
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る．こ の 緩傾斜 地 は 山 口 川 ， 江 名 子川等 に よ っ て 谷巾

広 く開析 され て い る．

　北部地 域 と南部地域 との 間 に は 錦 山 ・鍋 山 ・元 服山

の よ うな 標高 750m 前後 の 頂 をもつ 基盤類 か ら な る 山

地 形 が み られ る．

　高山市街地，大 八 賀 川沿 い に は 沖積 低 地 が み られる。

宮川
・
大 八 賀 川 ともに 下刻 は 小 八賀 川 ほ ど で は な い

が ，川 床，川 岸 に は 基盤 岩 類 が み られ，沖積層 の うす

い こ と を示 して い る．

III．地質

　調 査域 の 第四系 の 層 序 は 第 1 表 に 示す と お り で あ

る．こ れ らの 堆積 物に つ い て 基盤岩類 を含め て，下位

の もの か ら述 べ る．

　1．基盤岩類

　調査地域 の 南西 部に は濃飛流紋岩 が 分布 し，古生界

と 断層 で 接 して い る．古生 界 は 南部 が 砂 岩 ， 頁 岩，

チ ャ
ートな どか らな っ て い るの に 対 し，北部 は

“

シ ャ
ー

ル ス タイ ン
tS

が 主体で 石灰 岩 の 小 レ ン ズ もみ られる．

　地 質 図 に は 示 さ なか っ た が ， 飯 山付近 に 小規模 の カ

ン ラ ン 石 玄武岩 が 露出して い る．こ れ と同 種 の 玄武岩

が 飯 山 か らさらに 南西 方向 の 宮村奥組 に か け て 分水嶺

の 山脚上 に 直線的 に 点在 して い る．こ の こ と は後に 述

べ る江 名子断層の 活動 と 関連 して 注 目 さ れ る．こ の 玄

武 岩 は 飯 山付 近 で 荒城川火砕流に直接 覆われ て い る 。

　 2 ，松 原 礫 層

　定義 ：荒 城 川 火 砕流 に 直接覆わ れ る円礫層で ， 松 原

付近 に模式 的 に 発達する．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 う る し が いと

　分布 ：西 山丘 陵
一

帯 ， 片 野 町 ，漆 垣 内町 ， 上 野平南

側 ， 町並南西．

　層厚 ：西 山丘 陵，片野町 で 20　m ，漆 垣 内町 で 15　m ，

上野平南側 で 10m ，町並 南西 で 10　m 以上 で あ る．

　層相 1西 山丘 陵 で は ， 基盤 の 流紋岩 の 上 に 不整合 に

重な る．礫種 は 流紋 岩が 多 く，
つ ぎに 花崗斑岩 とチ ャ

ー

第 1表　高 山市付近 の 第四系層序 表

堆　　 　積　　 物 地形面　 （比 高） 備　　　　考

時　代 北 　　部　　　　 南　　部

沖 積 世 発 達 悪 い 沖 積 層

後

期

低位段丘 堆積物

新　張 　礫　層

町 　方　 ロ 　
ー
　 ム

町　方　礫　層

黒ボ ク

ポイ ン ト・ス ク レーパ ー
ブ レ

ー
ド

高山軽石流

広殿軽石流

赤 色 風 化

高　山　 ロ 　 ー　 ム

中

期

広　殿　 ロ 　ー　 ム

洪

』
積

世

広　殿　礫 　層

桜 ケ 丘 礫 層

　　 8瑠
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全

般
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上

昇
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　 　 　 　 断
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　 　 　 I
R

前

期

中　根 礫 　層
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荒 城 川 火 砕 流

先第四紀
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トで ある．大礫，中礫が 多く，流紋岩や 花崗斑 岩の 巨

礫 もみ られ る．チ ャ
ー

トは ノ亅・礫 と な っ て い る．局部的

に 風化 が 進ん で い る所もあ るが，
一

般 に は
“

半グサ リ
”

程 度 で あ る．

　片野町 で は ， 流紋岩礫 に 対して チ ャ
ー ト礫 が ふ え，

大礫 もみ られる，下部は つ よ く風化 して い る．片野町

の 宮川 に か か る 昭和僑下 に は 径 lm に 及ぷ 巨礫 を含 む

礫 層が 川岸 に 露出して い る．炭化木を含 む 泥 炭層をは

さ む こ と が ある が 連続性 は よ くな い ．最大厚 0，5m ，

露 頭 で の 長 さ 8m 程度 で あ る，

　 3 ．荒城 jll火砕流

　定義 ：礒 見 ・野沢 （1957＞の高原火 山岩類 中の 普通

輝石紫蘇 輝石安 山岩に あ た る もの で あ る．
　 　 　 　 　 　 　 うちがい　ど

　 分布 ：西 山丘陵内垣 内 を分布 の 西 限 と して 調査地域

一帯 に 分布する．さ ら に 地域外北方の 荒城 凋 ， 高原川 ，

地域外南方の 美女峠か ら久 々 野町 に も分布 して い る．

　 層厚 ：分布の 西限 の 内 垣 内 で は 基盤 の 濃飛流紋岩 に

ア バ ッ トし尖 滅 して い る が 西 山丘 陵 で は 25m ，片 野 町
　 　 　 　 　 　 　 に 　 う

付近 で は 40　m
， 丹生川村山 口 で は 90m と東 に 向 っ て

厚 くな っ て い る．

　層相 ：丹 生 川村 山 口 桜洞 の 石 切場 で は 熔結 した新鮮

な標 本 が 得 られ る．こ れ は か な り硬 く， 暗灰緑色，多

孔質 で 中〜細粒 の 斑 晶を含 ん で い る．鏡下 で は ガ ラ ス

質石基中 に 累帯構造 ・
双晶 の 発達 した 斜 長石 ，1mm

程 度の 自形 を し た普通輝 石 ， 紫蘇 輝 石 が 認 め られ 石英

は 少量 で あ る．斑 晶 の 量 は 25〜30％ で あ る．
一

般 に 最

下部 に は 急冷 相 の 細粒 の 白色凝灰岩 が み られ る．大洞

町
一

帯 に は 粗粒 の ミガ キ砂層が 発達 して い る．特に 高

山自動車学校 の 北 ， 国 道 158号線沿 い の 露頭 で は熔結

部 の 下 に 厚さ 7m 以上 の ミガ キ砂 層が あ り稼 行 さ れ た

こ とが あ る．こ の ミガ キ 砂 層に は ラ ミナ 等水成 の 証拠

が 観察さ れ る．

　 白 色凝灰岩 の 上 の 熔 結部 に は 節 理 が 発 達 し，風化 の

進 ん で い な い 部分 は 石 材 と して利用 され る．最上部 は

弱熔結部分 で あ る．

　荒城川火砕 流は風化 す ると，やや あざや か な灰緑色

か ら灰 紫色 に わ た る特 徴あ る 色調 を呈す る こ とが 多い

の と，多孔質 な 組織 をもつ こ と か ら ， 風 化 し た礫 層中

に 礫 と して 混在する場合に も識 別は 容 易 で ある，

　三 谷 （1975，手記）に よれ ば， こ の 火 砕流 は，逆転

磁化方位 を示す．

　 4 ，中根礫層　　　 ．

　定義 ：小 八 賀 川 川 床 面 よ りの 比 高 loo　m の 平坦 面 を

構成す る円 礫 層で 丹生 川村小木曽よ り岐阜県蚕業試験
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場 へ い た る 道路沿 い に 模式 的 に 発達す る．

　分 布 ：調 査地 域 北 部 の 上 野 平，中根 平，法力 に か け

て広 く分布す る．南部地域
・
西部地域 に は こ れ に 相 当

す る堆積 物 は 認 め ら れ な い ．

　層厚 ：本層の 上 面 は非常 に 平 坦 で 東 よ り西 へ 約 1／

100の 匂 配 で 下 っ て い る．先 第四系 の 基盤 岩類 の 起伏

に よ っ て層厚は増 減す るが，55m 程 度で あ る．

　層相 ：砂岩 ，

’
チ ャ

ー
ト等 の 古生層起源 の 礫 が大半を

占め ，安 山岩礫 が こ れ に 次 ぐ．流紋 岩礫 も少量あ る．

礫種構成 の 上 で 注 目され る の は ， 荒城 川 火 砕 流起源 の

両 輝 石 安 山岩の 風 化 礫 が み ら れ る こ と で あ る．こ の 点

で 前述 の 松 原礫 層 と明確 に 区別 出来 る．流紋 岩礫 の 少

な い の も松 原礫層 と区別する 目安に な る．

　円礫 な い し亜 円礫 で 淘汰 は あ ま りよ くな い ．10
〜20em の 径 の 礫 が 多 い が ，40〜・60・cm の 大礫 を 含む

こ と も あ る．チ．ヤ ート礫 ， 流紋岩礫 は 風 化 が 進 ん で い

な い が，砂岩礫 ，妥山岩礫 は い ち じ る し く風 化 し て い

る．

　松本町付近 で，下部に 50　crn 位 の 厚さ の 2枚 の シ ル

ト層 ， 中部 に 10cm の シ ル ト層をは さ ん で い る が 連続

性 はよ くない ．

　 5 ，大 谷 泥 流

　定義 ：三 谷 （1975，手記 〉に よ り命名され た安山岩

質の 細角礫 を主体 とする 泥流 で ある．

　分布 ：地 域 内 で は上野平
一

帯，中根平 の
一

部 に 分布

す る．

　 層厚 ：部分 的 に は 10　m をこ え る とこ ろ もあ る が ，平

均 7m 位 ， 中根 平 で は 2m 位 で あ る．西に向 っ て厚 く

な る 傾 向が あ る．

　 層相 ： 2 〜3cm の安 山岩 の 細角礫 より な る もの が

多い ，風化 して 赤 ・青 の まだ らに 混 っ た 色調 を呈する．

　 上 野平 の 西部 で は 径 20cm 位 の 安 山岩 の 円礫 を ま

ば ら に 含 ん で い る．三谷 （1975，手記）に よ れ ば，上

野平 の 標本 は 逆転磁 化方位 を示す．

　 6 ．矢林礫層

　 定義 ：江名子断層北側 に 分布す る崖錐 性 の 角礫 層 で

高山 市平和公 園 に 典型的 に 発達す る．

　 分布 ：本層 の 分布 は シ 塩屋町 と飯 山 を結 ぶ 北東
一

南

西方向の 断層 （江 名子 断層）に 沿 う北西側約 2km 以

内 の 範囲 に 限 られ て い る．

　 層厚 ：厚 い 所 で は 25m 位 あ る が，平均 20　m 位 で 江

名子断層に 近 づ くに つ れ 基底面 が 高 くな っ て い る．

　 層相 ：チ ャ
ー

ト，砂岩，頁岩等，江 名子 断 層 よ り南

東側 に 分布 する 古生 層起 源 の 礫 が 90％以上 を 占め る
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淘汰 の 悪 い 角礫 層で あ る．

　分布 と層相 か らみ て 江名 子 断層 の 活 動 に伴 っ て ， 断

層 の 南 東側 よ りもた らされ た崖錐 堆積物 と 考 え ら れ

る．

　矢林 の 荒城 川 火 砕 流を直接覆う露頭 で は基底よ り約

2m 上 位 に 約 50　cm の 厚 さの 炭化木 を含 む 泥炭層が

み られ る．また 本層中に は厚さ IOcm −一一30cm の シ ル

ト層な い しは 極細粒砂層 が 10枚 程 度挾 ま れ て い る が

連続性 は よ くな い ．砂岩礫 ， 頁岩礫 は か な り風化 して

い る が ，後述す る桜 ヶ 岡礫 層 の 極度 の 赤 色風 化 に 比 べ

れ ば 弱 い ．

　 7 ．岩滝火砕流

　定義 ：礒見 ・野沢 （1957）の 高原火山岩類 中の 黒雲

．母石 英 安 山岩に あ た るもの で ある．河田清雄 （私 信）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な ま 　い
は 高山地 域 の 地質調査 を行 っ た 際 に ， 高山 市 生 井 町 の

石 切 場 を中心 に 分布す る こ の 火砕 流を岩滝熔結凝灰岩

と呼 び ，山 口 町 付 近 に 見 ら れ る凝 灰質 の 堆 積 層を 岩滝

タ フ と呼 ん だ．

　分布 ：調査地域 に は 熔 結部 の 分布 は み られ ない ．非

熔結 の 堆積物は 山 口 町，上 野平
・
中根平 に 分布 し平坦

面 を作 っ て い る．

　層厚 ：分 布 の 南 西 限 の 山 口 町 で は 2 〜3m ，上 野 平

で 10m 程 度，中根平 で は 15m と東 方 に 向 っ て 厚 く

な っ て い る．

　層相 ：熔結部 の 分布 の 西 限は本地域外 東方 の 生井町

付近 で ある．生井町 の 石切場 で は約 30m の 厚 さの 柱状

節理 の よ く発達 した 熔結部 が 観察 出来 る．熔結部 の 上

位 と 下位 に は 弱熔 結 あ る い は 非熔結 の 部分 が み ら れ

る．熔結部 に は 古 生層起源 の 礫 や ， ときに は 荒城 川 火

砕流起 源 の 礫 が 捕獲 さ れ て い る．鏡 下 で は 熔結構造 が

み られ ，有色鉱 物 の ほ と ん ど は 自形 の 黒 雲母 で あ る．

生井 町 の 石 切場 で 採 集 さ れ た 岩 石 の 黒雲母 は K − Ar

法 に よ ワ約 63 万年前 と測定 さ れ た （柴田 賢 よりの 私

信）．

　非熔結 の 火砕 流堆積 物に は 黒 雲母，石 英 ，長石 の 結
　 　 　 　 　 　 　 　 あ ま つ つみ

晶が 目立 つ ，山 口 町天 堤付近 で は 約 5m の 層厚 で あ る
　 　 　 　 　 　 も

が レ ン ズ 状 の 軽 石 を多 く含 ん で い る．山 口 町桜 ヶ 岡 で

は 矢林礫 層を約 5m の 厚 さ で お お い ，上部 に は ラ ミナ

が 認 め られ る，つ よ く風化 し た黄褐色の 軽 石 が 含 ま れ

て い る，

　丹 生 川 村中根平 で は 下 部 に 人頭大 〜小豆大の 軽 石 を

多量 に 含 み ，中部 で は 軽石 が やや扁 平 と な り弱熔結 と

な っ て い る露頭 が み ち れ た が 現在 は 工 事 の た め 消失 し

た．

　上野平 の 本層は 砂質 に な り ， ラ ミナ も観察 さ れ る．
地 元 で は砂 質 の もの を 「ウ ン バ 砂 」 と 呼 ん で い る．

　三 谷 （1975，手記 ）に よれ ば， こ の 火 砕 流 は ，正 常

磁化方位を示 す．

　 8 ．桜 ヶ 岡礫層

　定義 ・分 布 ：江 名子断層北西側の 傾斜面 に 分布 し岩
　 　 　 　 　 　 　 　 ひろんど

滝火砕流 を覆 い
， 広殿 ロ ーム に覆われる赤色風化 した

角礫 層．

　層厚 ：江名子 断層近 くで 10m 以上 ， 断層か らはなれ

るに したが っ て うす くな り尖滅する．

　層相 ：矢林 礫 層 と似 た 層相 で ， 砂岩 ， チ ャ
ー

ト等古

生層起源 の 角礫 層で ある が ，砂 岩がやや 多 い の と特長

あ る 赤色風 化 をして い る こ とか ら矢林礫 層と区別 出来

る．矢林礫層に 比 べ 礫径 は小 さ い ．シ ル ト層 ・砂層も

目立 つ もの は な い ．部 分 的 に ラ ミナ 状 の 構造 が 認 め ら

れ る．
　 　 　 ひ ろ ん ど

　 9 ．広殿礫 層

　定義 ：広殿段 丘 を構成す る円礫 層．
　 　 　 　 　 　 　 　 ほ き ご t

　分布 ：丹生川村 細越，桐 山間 の 東西 1km 南北 500

m の 地域．

　層厚 ： 30m 前後

　層相 ：露 頭 が 少 な い の で ・一一般 約性質 は わ か ら な い

が ， 観 察 した 限 りで は 荒城 川 火 砕流起源 の 安 山岩礫 が

ほ とん ど で あ り， 少 量 の チ ャ
ー

ト礫 ， さ ら に 少量 の 砂

岩礫，斜長石斑 晶 の 目立 つ 安 山岩礫 に よ っ て 構成 され

て い る。亜 円礫 で 淘 汰 は よ くな い ．最大径 は 25cm で

あ る，

　 10．　 広殿 ロ ー
ム

　定 義 ：黒 田 ・村部 （1973，手記）が 細越 ロ
ー

ム と 呼

ん で い た もの の 下部．

　分布 ；広殿 段 丘 面上お よび，よ D古 い 地形面上

　層厚 ： 50cm

　層相 ；茶褐色粘 土 質 ロ ー
ム で ク ラ ッ クが 発達す る．

い ち じ る し く風化 した 長柱状 の 不透 明鉱物 を多 く含

む ．一
枚 の 軽 石 層 をは さ む ．こ の 軽 石 層は 地 域 の 東北

部 で は 5 〜10cm の 厚 さ で あ る程 度連続 して い る が ，

西南部 で は，うす くと きに レ ン ズ 状 と な る．重鉱物 に

は角閃石 が 多い ．露出部 は黄 白色 にな っ て い る．こ の
　 　 　 　 ひ ろ ん ど

軽 石 層を広殿 軽石層と名 づ ける，

　 11． 高 山 ロ
ー

ム

　定義 ：細越 ロ
ー

ム と し て い た もの の 上 部．

　分布 ：広殿 ロ
ー

ム の 分布 と 同 じ．

　層厚 ：約 2m

　層相 ：上部 の 黄褐色粘 土 質 ロ
ー

ム と下 部 の 黄褐色軽

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

155

石 層よ りな る．両者の 関係は 漸移 で ある．下部の 軽石

層を高山 軽石 層 と名 づ け る．こ の 軽 石 層 は 粗粒 で 明 る

い 色調 を呈 す る の で野 外 で よ くめ だ つ ．厚 さ は 30
〜80cm で 連続性 が よ い の で よ い 鍵層 と な る．ヒ ル 石

状 の 黒雲母 を多 く含んで い る，上部 の 粘 土 質 ロ ー
ム も

雲母 を含 み ， 磁鉄鉱 の 含有率が 高 い ．

　12． 町方礫層

　定義 ：町方段 丘 を構成す る 円礫 層

　分布 ：小 八 賀 川沿 い に ，町方 よ り茶屋 野 に か け て 分

布す る．

　 層厚 ：約 10m ．

　層相 ：斜 長石 斑 晶の 目立 つ 安 山岩礫が 最も多く，

1
他

に チ ャ
ー

ト礫，砂 岩礫 ，流紋岩礫 よ り な っ て い る．よ

く円磨さ れ て お り淘 汰 もよい ．10　cm 前後の 径 の 礫 が

多い が 30cm 位 の 礫 もあ る，

　13． 町方 ロ ーム

　定義 ：高山 ロ
ー

ム の 上 部 に の る茶褐色粘土質 ロ ー
ム

層．

　分布 ：ロ
ー

ム 層分布域 の すべ て に 分布．町方段 ．丘面

上 で は 下 位 の 高 山 ロ ー
ム ，広 殿 ロ

ー
ム を欠 い て 直接町

方礫 層を覆 っ て い る．

　層厚 ：約 1

　層相 ： ク ラ ッ クが 発達 し，火山 ガ ラ ス を多 く含 む．

紫蘇輝石 が 多 く含 まれ て い る，

　本層の 上部か ら，ポ イ ン トとス ク レ ーパ ー （丹 生川

村大萱坪野 ），ブ レ イ ド （高 山市片野町杉 ヶ 平），黒曜

石 の 石核 （丹生 川村山 口 柴 ヶ 平 ）が 出土 して い る．な

お ，本 層の 上位 に あ る 黒 ボ ク に も多量の 火山 ガ ラ ス や

自形 を し た紫蘇輝石，角閃石 が含ま れ て い る ．

N ．層序

　 1） 松 原礫層 ， 荒城 川 火 砕 流，中根礫 層，大 谷 泥流，

岩滝 火砕 流 の 上 下関係 は 直接 観察出来 る．

　2）　荒城 川 火砕 流 ， 矢林礫 層， 岩滝 火 砕 流 ， 桜 ヶ 丘

礫層の 関係 も直接 観察出来る．

　3） 広殿礫層 と上述 の 地層の 直接関係は観察され な

い ．しか し広殿 礫 層が 岩滝火砕 流 の 分布域 に あ っ て 予

想 され る 岩滝 火 砕流 の 下 底面 の 高度 670m よ り低 い

640　m に 上面 をもつ 広殿段 丘 を構成 す る こ とか ち，岩

滝 火 砕流 の 堆積後，広殿礫 層の 堆積 が あ っ た こ と に な

る．

　4） 大 谷泥流 と矢林礫 層 の 上 下関係 は 直接観察 出来

な い ．しか し， 三谷 （1975）に よ っ て ， 本調査域外東

方丹生 川村宮前に お い て ，大谷泥流 の 上 に 崖錐 性堆 積

物 の 宮前層， さ ら に そ の 上 に 恵 比須峠 熔 結凝 灰 岩 が

覆 っ て い る こ とが 観 察 され て い る．宮前層 と矢林礫 層

は 岩相上 もよ く似 た 崖錐性 の 堆積 物で あ る こ と と ，
い

ずれ も荒 城川火 砕 流堆 積後，岩滝火砕流堆積 以前 の 間

に 生成 さ れ た もの で あ る こ とか ら 同層準 に あ る可能性

が 強 い ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　5）　広殿礫層 と桜 ヶ 岡礫 層の 関係 は 膏接 み られ な い

が ， 桜 ヶ 岡 八幡宮 うらの 露頭 に お い て ， 桜 ヶ 岡礫層が
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岩滝 火 砕流 を凹 凸 の 大 きい 面 で 覆 うこ と と ， 弱溶結 の

岩滝火砕流 の 岩片 をまき込 ん で い る こ とか ら，桜 ヶ 岡

礫 層は 岩滝 火 砕 流 の堆積直 後 に堆積 した もの と推 定さ

れ る．ま た桜 ヶ 岡礫層が 異状 な風化 をして い る こ と，

上 部 に 古 土壤 を有す る こ と ， 広殿礫 層が 岩滝 火 砕 流 を

深 くけず り込 ん で堆積 して い る こ と を考 え 合 わ せ る と

桜 ヶ 岡礫 層 の 堆 積後，広殿 礫 層 の 堆積 と桜 ヶ 岡礫 層の

土壊化 の 時期 が あ っ た こ と が 考 え ら れ る．

　 6＞ 以上 の 地 層 を覆 っ て 降下 火 山灰 か らな る 広殿

P 一
ム と ， その 上位 に高 山 ロ

ー
ム が 分布す る．

　 7） 町 方段丘上 に は 町 方 ロ ー
ム の み が 分布 し， 高山

ロ ー
ム は 分布 しない ．した が っ て 町方礫層 は 高 山軽石

層降下後，町方 ロ ー
ム 生成 前の もの で ある．

　8） 町方 v 一
ム か らポ イ ン ト，

ス ク レ
ーパ ー

，
ブ レ

ー

ドを産す る こ とか ら町方 ロ
ー

ム は洪積世後期後半 の も

の で あ る．

　 9） 新張 段 丘 面上 に は ロ ー
ム の 存在 は知 られ て い な

い ．新張段 丘 よ りさらに 低 い 2 段 の 段 丘 が 認 め ら れ る，

　 以上 の 事実関係 ， お よび 推論 よ ワ第 1表 の 層序 表 が

得られ た．

Om

ユ

2

3

q

5

5

7

8

9m

黒 ボ ク

揃 葩 粘± va囗一ム 　町 万 ・一厶 ｝

7 臨 色枇 質
髀゚ム 励 ゜ 一厶

  山 経石 肋

　 買 褐色軽石 層　　　　【広殿 自一ム）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 広 殿軽 石 層 HP

劃
凝灰 質

醜 ＿ ＿

　 　 チヤ
ー

ト

　 白色砂 層

　 亜 角 レ キ層

　 チ ャ ート 9サ 者 な ど

　 大 レ キ も倉 む

　 　ピ as± N

默 ・

　 　 中 レ キ．小 レ キ

　 　 チ r 一トワ砂岩

　 白 色拈 土 層

　 なオお　の ほ

難 鷺
　 　 　 　 　 荒城 川火賊

　 　 　 　 　 わず か に玄 武岩

1〜10 は 試科 採集 位 置

（襲 ケ 岡 レ キ層 ）

〈

ー
　
矢

林

礁

層

第 3図　高山市杉ケ 平露頭 ス ケ ッ チ

V ．考察

　 A ．飛 騨 ロ ー
ム に っ い て

　調査地域
一帯に 分布 す る U 一

ム を
一

括 して 飛騨 ロ
ー

ム と 呼ぶ ．飛騨 ロ ー
ム は 3 層に 区分 さ れ る．第 3 図 に

示 した高 山市 片 野町杉 ヶ 平 の 露頭 で は 赤 色風 化 し た

桜 ヶ 岡礫層上 にすべ て の ロ ー
ム 層が 観察で き る．図中

の 3 ，4 が 広殿 ロ ー
ム ，5 ， 6 ， 7 ， 8 が 高山 ロ

ー
ム ，

9 ， 10が 町方ロ ー
ム で あ る ．

　 以 上 の u 一
ム 層 に つ い て 約 20CIn お き に 資料 を と

り粒 度分析 ・重鉱物分析 を行 っ た 結果 が 第 4 図，第 5

図 で あ る．図 中の 番号 は 第 3 図 の 番号 に
一致 す る．第

4 図 よ り高 山 ロ
ー

ム が 上位 に 向 っ て 細粒化 して い る こ

とが よみ と れ る．広殿 ロ ー
ム は 非常に 細粒 で 上位 の 高

山軽石 層 との 問 に は 明 瞭 な境 界 が 認め られ る．町方

ロ
ー

ム は 粒 度 の 点 で は高山 ロ
ー

ム の 上部 と区別 で き な

い が 第 5 図 に 示 し た よ うに 重 鉱物 中の 紫蘇 輝石 の 量が

40％以上 もあ り2 ％ を こ えな い 高 山 ロ
ー

ム とは 確 実 に

区別 さ れ る．重鉱 物分析 で は 操作上 除 外し た が，黒 雲

母 が 少 な い こ とと，火山 ガ ラ ス を多 く含む こ とか らも

高 山 ロ
ー

ム と区別 出来 る．

　以上 の よ うに 粒 度 ， 鉱 物組成か ら 3 つ の v 一
ム 層を

区分する こ とが 出来た，

　次 に 3 つ の ロ ー
ム の 分布上 の 相違 に つ い て 述べ る．

町 方 ロ ー
ム が 町方段 丘 面 に 単 独 で 分布す る こ と よ リ町

方 U 一
ム の 独 立 性 は 認 め られ る．しか し，広殿 ロ ー

ム

と高山 ロ
ー

ム は 少な くとも地域 内 で は 常 に 共存 して い

る．した が っ て 広殿 ロ ー
ム と高山 ロ ー

ム の 独立性 が 問

題 に なる．先 に 梶 田 （1974） が 指摘 した ように ，黒 雲

母 を除 い た 重鉱物 の 点 で も， キ ュ
ーリ

ー
温 度 の 点 で も

広殿 ロ ーム 中の 広殿 軽 石層は松本 盆地 の クリス タル ・

ア ッ シ ュ C ， に 非常 に よ い
一

致 をみ て い る．C3 に 比 べ

広殿 軽石層中に 黒雲母 が 非常 に 少な い こ と は ， 前述 し

た ような産状 か ら二 次的 な堆積 物 と考 え る と
一

応 の 説

明 は つ く．しか し，そ うなる と高 山軽石 層 は 松本盆地

の クリス タ ル ・ア ツ シ ュ に 対比 で き る もの は な い こ と

に なる．石 原 は 飛騨 山地 一
帯 の 軽 石 層の 分布 を調査 し

非常 に安定 した層厚を もつ 高山軽 石 層相 当層が，地 域

の 西 方 ， 岐 阜県 荘 川 村 牛 丸，南西 の 岐阜 県郡上 郡高鷲

村上 野 に まで 広 が っ て い る こ とを確認 して い る、した

が っ て，高 山軽石層 の 起源 は む しろ西 に 求 め ら れ る で

あ ろ う．い ずれ に して も，こ の 間題 に つ い て は 決定 的

な証拠は得 られ て い な い ．軽石 層 の 分布 ， 層相 を さ ら

に 追 求 する こ と と， 年代 を 測定す る こ と が 今後 に 残 さ

れ た 問題 とな っ て い る。

　 B ．松 原礫層 の 分布 に 関連 し て

　 西 山丘 陵 を除 い て は 松 原礫 層の 分布 は 点在 し，面積
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もせ まい ．礫層上面 の 高度 は 西 山丘 陵 で 600m 、漆垣

内 で 620〜630m ，上 野 平 南 側 で 640m 、町並 南西 で

650m と北東方向 に 向 っ て 高 くな っ て い る が ， か な り

の 定 高性 を もつ と い え る．

　松原礫 層の 主要構成礫 が 流紋 岩で あ る こ と と，現 在

の 濃飛流紋 岩 の 分布 が 山 口 町、松 之 木町 を結 ぶ 線 よ り

西方に しか な い こ と を考 え合わ せ る と東方 か ら の 供 給

は 考え に くくな る．しか し，松原礫層堆積 時 の 濃飛流

紋岩 の 分布 が 現 在 と 同 じ で あ る保証 は な く，大雨 見山

火 山岩類 ， 笠 ヶ 岳 流紋岩類 を含 め た 中生代流紋 岩類 の

分布 をみ る と，調 査 地 域 を含 め た 東部，南部 の 広大 な

地域 が ， か つ て 中生代流紋 岩類 に 覆 わ れ て い た こ と が

か な りの た しか さ で推 定 で きる．また，こ の 地 帯 に 古

生 界 が 広 く分布す る こ とは ， 中生代流紋岩類 が 全画 的

に 削剥 さ れ る よ うな上 昇運動 が あ っ た こ と を意味 して

い る，現在，宮川，小 八 賀 川 ， 大 八 賀 川 等の 川床 に 基

盤岩類 が 直接露 出 して い る こ とは こ の 上 昇運動 が 基本

的に は 続行 し て い る こ と を意味 して い る．

　 太平洋 と 日本海をわ か つ 分水嶺の 美女峠付近 の 標高

900m を こ え る高所 に 荒城 川火砕 流 が 分布す る こ と，

分水嶺南側 の 久 々 野町 か ら桑野 に か け て高山地域 の 第

四 系 と 同様の 地層が 発 達 し， 特 に 桑野 で は荒城川火砕

流 に 覆 わ れ る 松 原 礫 層相 当層が み ら れ る こ と な ど か

ら，松 原礫 層堆積 時 に は まだ 現在 み られ る ような分水

嶺 は 存在 しな か っ た こ とに な る．

　 した が っ て ， 松原礫 層 を特徴 づ け る流紋岩礫の 供給

源 を現在 の 松原礫 層上面 の 勾配や，現在 の 流紋岩類 の

分布 か ら推定す る こ とは で きな い ．西 山丘 陵に つ い て

は 濃飛流紋 岩 の 分布 と松 原礫 層 の 分布，層相 か らみ て

西方 か らの 供給を考 え る こ と が で き る．片野，漆垣 内

の 松 原礫 層は 片野
一

江 名 子
一

漆垣 内
一

町方 に 流路 が

あ っ た と考 え れ ば 西 方 か らの 供給 で 説 明 は つ く． しか

し，上 野平南側の 松原礫層に つ い て は 漆垣 内
一

大 洞か

ら の 流路 を考 え る こ と も出来るが 無 理 もあ る．

　 三 谷 （1975）に よれ ば 丹生 川村大萱付近 に 荒城 川 火

砕流 に 覆 われ る礫 岩，凝灰 岩 を主体 とす る松原礫層相

当 の 大 萱層が あ り ， 東 か ら西 へ 相 当 の 分布範囲 をもつ

と の こ とで ある．凝灰岩，砂 岩を狭む と い う点 で 漆 垣

内，町 方 ， 上 野平南側 の 松 原礫 層 は 三 谷 の 大萱層 に 類

似す る．こ れ らの 礫 層の 供給源 は 東方 に求め る の が 妥

当 で あ ろ つ ．

　 した が っ て ， 松 原礫 層が 更 に 細分 され る 可 能 性 は

残 っ て い る．

　 C ．北 部地域 と 南部地域 の 分 化

　荒城 川 火砕 流堆積 以後， 北部地域 と南部地 域 に 分 化

する．北部地域 で は中根礫 層 の 堆積，広殿段 丘
， 新張

段 丘，低位段 丘 の 形成が お こ な わ れ た の に 対 し ， 南部

地 域 で は 矢林礫 層，桜 ヶ 岡礫層の よ うな崖錐性堆積物

しか み られ な い ．南 北 両 地域 の 間 に は 基盤岩類 の 濃飛

流 紋 岩 ， 古生 層が 分布 して い る．

　D ．矢林 礫 層，桜 ヶ 丘 礫層 の 生成 に 関連 し て

　矢林礫 層，桜 ヶ 岡礫 層ともに 江名子断層の 活動 の 結

果も た ら さ れ た崖錐性堆積 物 で ある こ とは前 に述 べ

た．両層に は さまれ る岩滝 火砕 流 の K − Ar 年代が 約

63 万年前で あ り，か つ ，正 常磁 化方位 を もつ こ とか ら，

岩滝 火 砕流 は 洪積世 中期 に 対 比 され る の で ，矢林 礫 層

堆積期 で あ る洪積 世前期 に は 江名古断層の 活動 が は じ

ま っ て い た こ と に な る．

　 矢林礫 層中に不連続 な が ら も約 10枚 の シ ル ト層 が

挾在す る こ とは
一時的，局所的 に しろ 水域 が 形成さ れ

た こ とを意味 して い る．桜 ヶ 岡礫 層中に シ ル ト層が な

い こ とは，矢林礫 層の 堆積 と，江 名古断層南側 の 上昇

に 伴 うひ きず りに よ っ て 桜 ヶ 岡礫 層堆積 時 に は す で に

山麓斜面 が 形成 さ れ て い た こ と を意味 して い る．

　矢林礫 層や桜 ヶ 岡礫 層 と同様 の 性 格 をもつ 角礫 層は

西 山丘 陵南部 原山 ス キ
ー

場
一帯に も分布 して い る．露

頭 が 極 度に 少 な く，詳細 は 不 明 で あ る が，推定 され る

断層 の 方 向 と地形 の 極 め て よ い 類 似性 は 矢 林礫層 ，

桜 ヶ 岡礫層同様 の 古崖錐堆 積物 の 存在 を推定 する に 十

分 で あ る．高 山 m 一
ム に 覆 わ れ る崖錐 性 堆 積物 が 古 川

町 ，久 々 野町 を含 む 飛騨地方
一帯に 分布 す る こ とが 確

認 さ れ て い る．

　 こ れ らの こ とか ら．今 ま で 新 しい 崖錐 と考え られ て

い た もの の 中 に は ，江 名子 断層に 代表 され る ような洪

積世前期 か ら， おそ ら くは洪積世 中期初 頭 に か け て 活

動 した 断層運動 の 結果 もた らされ た もの が 多くあ る と

思 わ れ る．そ して ，こ れ らの 断 層運動 に よ っ て 山間盆

地，な い し凹地 の 性格 が 強調 され た と推 定さ れ る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 W ．ま と め

　1 ．高山市付近 の 第 四系 の 層序 と分布 を地形学 的 ，

層序学的 ， 鉱 物学 的 資 料 に も とつ い て 明 ら か に し，第

1 図 と 第 ⊥表 に 示 した ．

　 2 ．先第四 系基盤岩類 が 宮川，小 八賀 川 等 の 川 底 に

露出し て い る こ とか ら，こ の 地域 が 第 四 紀 の 全 期 間 を

通 して 上昇 地 域 で あ っ た こ とが わ か っ た ．

　 3 ．崖錐性堆積 物 の 分 布 と産状 か ら，洪 積 世 前期 か

ら中期 に か け て，断層 運動 が お こ り分水嶺 が 形成 さ れ
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た こ とが わ か っ た．

　こ の 運動 は，南 ・北両 地域 の 分化 をひ きお こ し ， 北

部地域 の 小 八賀 瑚 沿 い に は 段 丘 群 が 形成 され る こ とに

な っ た ．

　 4 ．ロ
ー

ム 層は 分布 と鉱物組成 に よっ て 3 層に分け

られ た ．
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The　Quaternary　Deposits　of　Takayama 　District　in　the　Hida　High 　Land

　　　　　　　　　 Sumio　 KAJ エTA 　 and 　Tetsuya 工sHIHARA

（Abstract）

　The 　Quaternary　system 　of 　Takayama 　City　distrlct

is　divided　into　six 　gravel　beds　and 　two 　pyroclastic

flows，　based　upon 　geomorphological ，　strat1graphical

and 　mirieralogical 　data．

　It　 is　 assumed 　 that　 this　 district　 has　 been　 an 　 up −

heaval　 area 　 since 　the　Early　Pleistocene，　 confering

from　 the　 occurrence 　 and 　 the　 distribution　 Qf 　 the

basement　 rocks ，

　 From 　the　lastest　age 　of　the　Early　Pleistocene　to

Middle　 Pleistocene
，
　 the　 fault　 activities 　 occurred

and 　 the　area 　 was 　 divided　 into　 two 　 sedirrlentary

areas ，　 the　north 　and 　the　south ，　 In　the　south 　ar −

ea ，　the　talus　deposits　are 　developed，　 on 　the　con 幽

trary，　the　river 　terraces　are 　formed　in　the　north ．
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